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B.OsIrolenk, &｡Electricity-forusecr forprofil?''、 1936
にみるアメリカ電力産業の動向

























ている(pp、 37-42. ) 。その中で1910年に「電力供給の歴史における新時
代が始まった。そのために持株会社のための物質的基礎が保証された」 (p.
39） と述べていること， また「systembuildingの推進は, 1925年後にその
ピークを通過した」 (P､40) と述べていることに留意しておく必要があろう。
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(3) B・Ostrolenk,EIectricity-foruseorforprcfit?, 1936, P. 15.
(4) E・WClemens,EconomicandPublicUtilities, 1950.邦訳r公益企




























収益率{%) | s-6 1 6-7 1 7 1 7-8 1 8~9 1 9以上’
| 自治体数 | ]6 1 43 1 3' | 81， | '2
F1
｡
Thompson&Smith, op･ cit., p. 358より作成






































































⑬E・W・Clemens,op･ cit､,前掲邦訳（下) , 258頁。
－83－ ７

























































U7) H･U・Faukner, AmericanEconcmicHistory, 8thed., 1959,邦訳
『アメリカ経済史』 （下） ，小原敬士訳，至誠堂， 8“頁。
－85－ 9




























⑬ ibid前掲邦訳（下) , 862頁。
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た。中でも注目されるのはJ ・ 』 ・Ross率いる広報活動企業IvyLee&





























op・ cit., p, 111
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W・Clemens,op. cit.,前掲邦訳（上) , 190頁） 。
醐彼は，本番の第9章に「ヤードスティックの経済理論」というタイトルを
つけ，それの学説史的位霞づけを試みている。
6D 『アメリカの証券市場」 （証券業専門視察団報告書) , 日本生産性本部, 38
頁参照。
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にみるアメリカ電力産業の動向
しかし,M･Lernerは次のように主張する。 アメリカの基本的理念で


















閏M･Lerner,ATVA 、､Yardstick" for theOI]inion lndustries,H･
Zinn, ibid., pp- 179 186.
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